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團
㊤
白
鳥
座
第
三
新
星
　
去
ろ
八
月
二
＋
二
日

の
夜
十
時
．
．
東
京
の
紳
田
鰻
學
士
が
流
星
…
観
測
中
南

白
烏
座
に
二
等
繋
ぐ
ら
み
の
哺
新
星
な
獲
見
し
六
。

ミ
、
、
う
が
星
が
大
き
い
の
で
、
か
の
一
九
〇
一
年
の

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
新
星
や
一
九
一
へ
年
の
鷲
座
新
星
の

．
時
の
如
く
、
や
は
り
世
界
申
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
色

．
ん
な
入
が
別
々
に
登
馴
し
て
み
る
ら
し
い
。
今
日
ま

で
に
知
れ
て
み
る
限
り
で
は
襲
弊
プ
リ
ス
ト
ッ
市
の

デ
ニ
ソ
グ
（
．
雪
d
巨
細
轟
有
名
，
な
流
星
観
測
者
）
氏
が

同
”
二
十
”
に
見
六
ミ
い
ふ
の
が
最
も
早
い
、
其
の

時
の
光
度
は
三
等
牛
ご
報
じ
て
み
ろ
。
し
か
・
し
爲
眞

の
記
繰
に
は
爾
共
の
以
前
の
が
あ
ろ
。
来
國
ハ
！
ブ

ー
ド
で
は
同
月
十
九
日
の
窩
眞
に
四
。
八
等
星
ご
禺

て
る
る
・
し
、
叉
ス
エ
ー
デ
ン
國
の
ニ
ル
ス
●
タ
ム
氏
は

更
に
五
ハ
…
以
前
…
の
・
†
六
日
に
七
等
】
星
こ
し
て
紹
娠
影
・
し
て

み
る
。
此
等
の
様
子
か
ら
見
る
電
雌
の
新
星
は
光
力

の
増
大
し
れ
速
さ
が
今
ま
で
の
新
星
に
比
べ
て
珍
ら

乙
く
繧
慢
で
あ
っ
六
。

　
京
都
で
の
観
測
に
よ
う
ミ
一
封
は
八
月
ご
＋
四
目

に
最
大
光
輝
こ
こ
て
約
τ
七
等
に
足
し
其
れ
か
ら

急
に
下
鞘
∵
し
始
め
六
。
下
降
の
速
度
は
叉
珍
ら
し
く

速
い
、
既
に
同
月
末
H
に
は
．
四
等
ミ
嫁
り
九
回
二
十

日
に
’
は
早
く
・
も
山
型
…
等
級
々
過
ぎ
て
肉
一
眠
ド
罵
μ
見
ぴ
2
な

く
な
つ
．
六
。
十
月
十
五
日
頃
か
ら
は
下
降
が
幾
分
か

緩
に
な
っ
て
來
六
。
十
一
月
十
日
過
ぎ
に
は
九
等
以

下
に
落
ち
お
が
、
十
六
日
頃
か
ら
聖
主
・
し
光
輝
が
上

甘
升
し
イ
、
干
て
、
　
現
A
■
（
十
一
月
一
一
十
一
」
口
）
ぼ
い
λ
、
等
瓜
十

ぐ
ら
ゐ
で
あ
る
。
（
英
勃
発
謬
照
）

②
オ
ジ
ォ
ン
大
星
雲
の
距
離
　
此
頃
日
浸

後
東
天
に
上
っ
て
來
る
オ
リ
オ
ン
座
の
大
星
雲
は
肉

饅
で
も
見
一
2
ろ
の
で
有
名
で
あ
ろ
が
、
望
蓮
鏡
で
見

る
ご
此
の
星
雲
中
に
は
イ
星
や
テ
星
を
始
め
多
く
の
．

青
星
が
輝
い
て
み
ろ
。
加
之
、
近
頃
の
爲
翼
望
遠
鏡

の
示
す
所
に
よ
れ
ば
此
の
星
雲
は
眼
で
見
レ
2
る
範
園

よ
り
遙
か
に
蓮
距
離
ま
で
擬
が
つ
て
み
て
↓
直
裡
が

十
五
度
に
も
及
ぶ
。
先
頃
井
リ
ァ
ム
④
ビ
ヶ
ワ
ソ
グ

氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
此
の
大
星
雲
中
に
含
き
れ
る

星
は
背
低
吾
が
太
陽
の
百
倍
ぐ
ら
み
の
光
力
な
持
つ

で
、
み
ろ
も
の
で
、
距
離
は
⊥
ハ
一
†
五
百
光
か
牛
だ
ざ
い

ふ
。
望
遠
鏡
で
見
る
“
、
此
の
星
雲
の
や
央
部
に
は
四

重
星
（
目
百
万
N
冨
医
）
が
あ
っ
て
其
の
内
最
も
遠
く

離
れ
れ
置
土
は
吾
が
太
陽
か
ら
海
王
星
に
至
る
距
離

の
二
千
倍
で
、
光
ば
八
ク
月
も
か
》
る
こ
ご
に
な
る
。

⑱
學
術
研
究
會
の
天
文
部
　
今
回
制
定
ゼ

ら
れ
れ
㍉
術
研
究
會
員
．
中
で
天
突
撃
は
定
員
八
名
左

の
諸
氏
で
あ
る

　
寺
尾
　
二
時
　
　
甲
山
　
信
望
　
　
木
村
　
榮
氏

　
薪
城
職
一
望
　
　
軍
山
清
次
氏
　
　
大
谷
亮
吉
氏

　
中
野
徳
郎
氏
　
　
早
乙
女
済
黒
氏

　
　
　
　
新
刊
紹
介

理
學
博
士
　
一
戸
直
藏
氏
著

　
　
吋
週
一
俗
講
豊
我
天
文
｛
學
　
下
巻

　
　
戸
直
藏
氏
の
右
記
の
書
の
上
巻
な
購
讃
・
し
六
人

々
は
必
ず
や
同
著
の
通
俗
亭
易
で
併
も
系
統
的
に
細

大
洩
ら
さ
す
編
輯
し
あ
ろ
仁
感
じ
早
く
下
巻
の
刊
行

の
切
望
し
れ
で
あ
ら
う
。
然
う
に
上
巻
出
版
後
七
年

後
に
ゃ
っ
マ
」
護
者
年
回
の
宿
望
か
満
た
ず
べ
く
下
の

巻
ぼ
世
の
中
に
生
れ
出
六
。
随
分
待
ち
蓮
し
か
つ
た

事
だ
。
手
に
入
る
や
否
や
早
遽
輝
く
に
歩
弓
が
第
三

編
に
し
て
有
り
毒
な
別
つ
事
七
、
恒
星
の
概
論
、
攣

光
星
，
重
星
及
連
星
、
星
群
及
星
團
、
星
雲
、
太
陽

の
運
動
、
．
ご
星
流
こ
し
別
に
細
目
な
掲
げ
．
て
あ
ろ
。

全
徐
三
〇
六
頁
、
挿
圖
六
十
五
燗
、
謎
光
星
の
光
度

曲
線
，
星
雲
は
各
二
〇
個
な
占
め
て
居
ろ
。
是
な
一

讃
す
惹
に
星
座
名
｝
列
記
ぜ
る
個
所
に
且
、
の
主
絡
…
ミ

共
に
物
画
格
を
亜
記
ぜ
み
に
回
漕
に
便
利
で
あ
っ
て

羅
死
語
葎
知
ら
な
い
讃
者
は
大
助
り
だ
。
其
れ
か
ら

近
頃
用
ひ
出
ざ
れ
れ
銀
経
、
銀
緯
な
蓮
用
．
す
る
に
付

其
の
銀
洞
の
趣
の
赤
経
も
赤
緯
な
知
り
れ
い
必
要
に

道
ら
れ
る
事
が
あ
る
が
其
れ
に
就
い
て
も
詳
記
し
て

あ
ろ
。
併
し
銀
経
零
度
な
規
定
む
な
い
の
は
物
足
ら

な
い
。
叉
ス
ペ
グ
ト
〃
の
蔀
で
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
分
類

法
か
玉
容
し
れ
の
は
最
も
熟
般
ぺ
の
上
こ
す
る
所
で

現
今
迄
の
邦
丈
圭
に
は
大
方
洩
れ
て
居
る
。
博
士
に

攣
光
星
の
研
究
家
で
あ
ろ
丈
其
の
部
分
に
特
に
詳
組

離
鍮
馨
蟄
醜
雛
馳
羅
繍
騨

あ
，
ろ
。
一
こ
慾
な
彗
口
へ
．
ば
漸
星
の
出
衣
博
μ
一
九
一
二
年

遙
で
切
り
上
げ
其
れ
以
後
今
年
迄
出
現
・
し
れ
一
〇
個

が
な
く
て
淋
・
し
い
。
叉
螺
状
星
雲
は
我
が
銀
河
系
以

外
の
宇
宙
で
あ
る
ミ
の
説
が
高
ま
っ
て
來
た
が
其
れ

に
就
ゼ
て
の
説
述
も
無
い
様
に
思
ふ
。
併
・
し
恒
星
界

の
概
念
な
得
る
に
ば
既
の
上
も
無
い
適
當
な
書
で
あ

ろ
ご
序
言
す
る
が
揮
ら
な
い
。
　
（
東
京
市
京
橋
塵
桶

町
大
鼓
閣
螢
行
、
　
定
偵
金
面
圓
五
拾
銭
）
i
古
超
。


